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プ レ大 会 発 表 要 旨2003.11-14 「デザ イ ン理論』44/2004

マ ドレー ヌ ・ヴ ィオ ネ の衣 服 観

一 ドレープ表現 を中心 と して 一

笹暗綾野/神 戸芸術工科大学大学院芸術工学研究科総合デザイン専攻

マ ド レ ー ヌ ・ ヴ ィ オ ネ(Madeleine

Vionnet,1876-1975)は,20世 紀 前 半 に女 性

の 自然 な 身 体 の 有 り方 を追 求 し,衣 服 の構 造

を 根 本 か ら変 え た フ ラ ンス の クチ ュ リエ ール

で あ る。 ヴ ィオ ネ が 活 動 した1900年 後 半 か ら

1920年 代 は,女 性 の 衣 服 改革 が ク チ ュ リエ,

ク チ ュ リエ ー ル によ り結実 した 時代 で あ り,

ヴ ィオ ネ は 着 心 地 の よ さ と装 飾 に頼 らな い構

造 美 を 実 現 させ た 。 ヴ ィオ ネ の 衣服 構 造 の独

自性 は,バ イア ス ・カ ッ トに よ って生 じる ド

レー プ表 現 で あ る。 バ イ ア ス の布 使 い は,数

学 的 理 論 で 証 明 で き る もの だ った。

ヴ ィオ ネ が ドレス に ドレー プ を用 い た の は,

イサ ドラ ・ダ ン カ ンの 踊 り と彼 女 が身 に纏 っ

て いた 古 代 ギ リシア 服 を手 本 と した 衣裳 を 目

の 当た りに した こ とが 一 つ の契 機 で あ る。 イ

サ ドラ ・ダ ンカ ンの 古 代 ギ リシア を 手本 と し

た 衣 装 と動 き,踊 りか ら 自然 に従 う こ とを読

み 取 っ た ヴ ィオ ネ は,女 性 の 身 体,体 型,髪

の色,立 ち居 振 る舞 い にお い て,あ りの ま ま

で あ る こ と求 め た。 イ サ ドラ は人間 の本 来持 っ

て 生 まれ た 身 体 を,衣 服 の 流 行 に よ って 変形

させ て は な らな い と考 え て いた 。 人 の 動 き に

従 う ドレー プ(襞)は,ヴ ィオ ネ の 「自然」

の考 え と一 致 した。 ヴ ィオ ネ の 自然 と は,女

性 につ いて 言 うな らば,コ ル セ ッ トを 用 い な

い健 康 な身 体 と心 理 的束 縛 か ら解 放 され た 内

面 で あ る。 ドレス につ いて 言 うな らば,素 材

の特 性 を活 かす こと だ っ た。 それ は,バ イ ア

ス に した一 枚 の布 の 自然 な性 質 を ドレー プ と

して利 用 す る こ とだ った。 ヴ ィオ ネが イサ ド

ラ を評 価 した の は,身 体 が流 行 に左 右 され 得

な い もの だ とい うイ サ ドラ の考 え と ヴ ィオ ネ

の美意識が合致 したからである。女性の美に

対する考え方は,ヴ ィオネのモー ド批判の根

底にあり,彼 女の活動の基盤になる思考だっ

た。ヴィオネは布のバイアス使いによって,

コルセットのみならず布の締め付け,さ らに

はモー ド(流 行)か らも女性を解放 し,モ ー

ドを超えた次元で先を見据えた物づくりを行っ

た。

ヴィオネの ドレス構造は,1910年 代後半か

ら20年代半ばにかけての ドレス(初 期の ドレ

ス),20年 代後半から30年代後半にかけての

ドレス(後 期の ドレス)の 二つの傾向に分け

られる。ヴィオネの初期 ドレスは,布 をバイ

アスにして ドレープを装飾とする機能性 と布

の無駄を省 く合理性が考慮されたものだった。

身体を幾何学と位置づけたヴィオネは,パ ター

ン(製 図)を 変える事を試みた。衣服の構造

を根本的に変える試みは,立 体構成法を生み

出す結果となったのである。衣服を立体のも

のと捉えていたヴィオネのパターンは,建 築

的な線 と形を基礎としたものだった。パター

ンは直線裁ちの図形で規定されおり,平 面パ

ターンを立体で構成することで布がバイアス

になった。身体上でバイアスになった布は,

ドレープとなり女性の人間らしい動きに従 っ

たのであるQ

1920年 代後半から1930年代の ドレスは,布

の段階から立体を想定 しパターンがバイアス

に裁断された。 ヴィオネはバイアス布を身体

の特徴にあわせて使い分け,上 半身にはバイ

アスの伸縮性,下 半身には円裁ちの技法によ

るバイアス ・ドレープが用いられた。ヴィオ

ネがバイアスの伸縮性を女性の上半身に用い

136



たのは,内 臓の機能が集中する上半身を布で

締め付けることをさけたためである。それは,

女性の動きを妨げ身体の機能を低下させるコ

ルセットを外そうとした考えが発展 したもの

である。30年代の ドレスの構造をみると,ヴ ィ

オネが女性の身体の骨格と動きを研究 してい

たことが分かる。ヴィオネは,骨 組みや上半

身のねじり,そ り,伸 び,か がむといった動

きに布を対応させた。切 り替え線は,骨 盤や

鎖骨などを避けて入れ られ,構 造線は視覚的

効果としてヒップラインを細 く見せる位置に

入れられ,身 体上で矩形,三 角形,円 とな り

装飾 として用いられた。バイアスの伸縮性と

バイアス ・ドレープを ドレスに組み合わせる

ことで,上 半身の運動性(動 きやすさ)と 女

性の身のこなしを共存させることができたの

である。

ヴィオネの図形をもとにした裁断システム

は,後 期の 「解剖学的カット(ア ナ トミカル ・

カッ ト)」と呼ばれるパターンにも応用 され

ている。「解剖学的カット」 とは,立 体の身

体を開いたような有機的で入 り組んだ構造線

をもつパターンのことである。一見,不 規則

な線で成 り立 っているように見えるが,補 助

線を引くと基本的な図形がもとになっている

ことがわかる。ヴィオネが意図した幾何学が,

身体を模 ったパターンによって明らかにされ

たのである。身体の幾何学に従ったパター ン

によって,平 面の布が身体に自然に添うこと

ができた。身体の形状に添 うドレスは,女 性

の内面,身 体,動 きを ドレスの形体に反映で

きるものだった。秩序 と感情的なものを同時

に持ち合わせているヴィオネの思考は,身 体

の幾何学に従ったパターンにも示されている。

解剖学的カ ットのパターンには図形を基本 と

した直線の構造線に,身 体の凹凸に対応する

ための曲線が加えられている。さらにパター

ン自体が,バ イアスの布に対応するために傾

けられている。歪められたパターンは,伸 縮

性をもったバイアスの布によって立体の身体

の形をなぞることができた。身体の形状に従っ

たパターンよって,女 性は機能的な動きを得

ることができたのである。

ヴィオネの理想 とす る女性像は,満 ち足 り

た内面と内面の延長である外見が一致 した女

性の姿である。女性の身体はヴィオネの創造

の中心にあり,衣 服は女性の内面が現れる身

体を強調するものだった6個 人的な特徴が衣

服に表れるようになり,ド レープ∫バイアス

の伸縮性,幾 何学の理念が女性の身体と動き

を示す有効な技法 となった。また合理性と幾

何学形体によって,ド レス制作の効率化が図

られ,能 率的な図形をもとにした裁断システ

ムが生み出された。

バイアスによる ドレープは,女 性の動作に

従う襞の動きによって,女 性の精神と外見を

引き立てるものだった。 ドレープの ドレスは

形体,素 材,色 彩が密接に関わりあった もの

であり,ヴ ィオネは機能性 と装飾性が融合 し

た ドレスを媒体として身体 と心を開放 し,女

性の生活の質を高めた。 ヴィオネによる普遍

的な衣服の創造は,ア ズディン・アライア,

三宅一生,山 本耀司,川 久保玲をはじめ現代

のクリエーターに継承されおり,彼 女の思考

は今後のデザインの方向性を間接的に示 して

いる。概念をもとにし一定の法則によって成

り立 っているヴィオネの ドレスは,フ ァッショ

ンが造形芸術 に成り得 ることを示 している。
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